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感じた。   
前期ゼミ   
岩本ゼミでは一年ごとに国際マクロ軽済学と国際貿易論を交互に勉強している。2003  
年度は貿易論だった。テキストはクルーグマン・オプストフェルトの『国際線済学』第5  
版（エコノミスト社）を用い、前半の貿易論の部分を読み進めていった。   
ゼミの雰囲気としては質問や意見が出ることが少なく、プレゼンとその内容の確認に終  
わっていたように思う。ゼミの時間は2コマ与えられていて一回に一章のペースで読み進  

















76   
いと思う。テキストとうまく関連をつけて発表できれば、別の視点を得てそこから議論が  
できるであろう。   






た分析手法はその後の論文執筆の際に利用することができ、大いに役立った。   









もう少し余裕をもってディベートの準備が進められたのではないかと思っている。   
テーマの設定は相手校（今回は高崎経済大学）との交渉が大切である。こちら側でどれ  
だけ議論を煮詰めていても、相手が別のことをやっていてはディベートにならないので、  
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容について議論を行なう練習をしておくとそれがディベートで生きるのではないだろうか。   
ディベートのあと、論文を同じテー マで書いた。論文は同志社大学、神戸大学、明治大  
学が参加した合同研究会で発表する機会が与えられ、ヨーロッパ経済とアジア経済の状況  
を金融面と貿易面から研究した論文を各大学は発表した。   











リリングな経験でした。   
来期のゼミは、こうしたサブゼミの雰囲気のように、話し合いの中から知識を獲得する  
機会が増えることを期待したいと思います。  
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